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(57)【要約】
【課題】　異音や騒音を発するという不具合が生じない
ようにすると共に、景観を妨げないようにすること。
【解決手段】　舗装道路に沿って敷設して、地中に埋設
された排水路に雨水等を導く導水ブロックであって、同
導水ブロックは、一方向に伸延させて細長状に形成した
ブロック本体に、舗装道路上の雨水等を排水路に導く縦
導水孔部と、舗装道路中に浸透した雨水等を排水路に導
く横導水孔部とを設けて、導水ブロックを舗装道路に沿
って敷設することにより、同導水ブロックを通して地中
に埋設された側溝等の排水路に雨水等を導くことができ
るようにした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　舗装道路に沿って敷設して、地中に埋設された排水路に雨水等を導く導水ブロックであ
って、
　同導水ブロックは、一方向に伸延させて細長状に形成したブロック本体に、舗装道路上
の雨水等を排水路に導く縦導水孔部と、舗装道路中に浸透した雨水等を排水路に導く横導
水孔部とを設けていることを特徴とする導水ブロック。
【請求項２】
　縦導水孔部は、ブロック本体に上下方向に貫通させて形成して、同ブロック本体の上面
に開口する上端開口部と、同ブロック本体の下面に開口して排水路に連通する下端開口部
とを有すると共に、平面視にてブロック本体の伸延方向に沿った細長状に形成し、
　横導水孔部は、ブロック本体に細幅方向に伸延させて形成して、上記縦導水孔部に連通
する内側端開口と、上記ブロック本体の側面に開口する外側端開口部とを有すると共に、
側面視にてブロック本体の伸延方向に沿った細長状に形成していることを特徴とする請求
項１記載の導水ブロック。
【請求項３】
　ブロック本体の上面部には、蓄光体を配設していることを特徴とする請求項１又は２記
載の導水ブロック。
【請求項４】
　蓄光体は、ブロック本体を固定する固定具に一体的に設けていることを特徴とする請求
項３記載の導水ブロック。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、側溝等に雨水等を導く導水ブロックに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、舗装道路に沿って側溝等の排水路を埋設状態に敷設して、同排水路に雨水等を導
くようにしている。
【０００３】
  例えば、舗装道路脇に側溝ブロックを埋設状態に敷設し、同側溝ブロックの上端開口部
に、側溝蓋に代えてグレーチングを載置して、同グレーチングを介して雨水等を側溝ブロ
ック内に導くようにしている。（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００２－２７６０１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、上記グレーチングは金属製で、コンクリート製の側溝ブロックの上端開口部
に載置しているだけであるために、同グレーチング上を車両が走行する際に、異音や騒音
を発するという不具合がある。
【０００５】
  しかも、かかる金属製のグレーチングは、比較的高いため、コスト削減が望まれている
。
【０００６】
  さらには、金属製のグレーチングが、道路脇に長期距離にわたって配置されているのは
、場所によっては景観を妨げている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そこで、本発明では、舗装道路に沿って敷設して、地中に埋設された排水路に雨水等を
導く導水ブロックであって、同導水ブロックは、一方向に伸延させて細長状に形成したブ
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ロック本体に、舗装道路上の雨水等を排水路に導く縦導水孔部と、舗装道路中に浸透した
雨水等を排水路に導く横導水孔部とを設けていることを特徴とする導水ブロックを提供す
るものである。
【０００８】
　また、本発明は、以下の構成にも特徴を有する。
【０００９】
  （１）縦導水孔部は、ブロック本体に上下方向に貫通させて形成して、同ブロック本体
の上面に開口する上端開口部と、同ブロック本体の下面に開口して排水路に連通する下端
開口部とを有すると共に、平面視にてブロック本体の伸延方向に沿った細長状に形成し、
横導水孔部は、ブロック本体に細幅方向に伸延させて形成して、上記縦導水孔部に連通す
る内側端開口と、上記ブロック本体の側面に開口する外側端開口部とを有すると共に、側
面視にてブロック本体の伸延方向に沿った細長状に形成していること。
【００１０】
  （２）ブロック本体の上面部には、蓄光体を配設していること。
【００１１】
  （３）蓄光体は、ブロック本体を固定する固定具に一体的に設けていること。
【発明の効果】
【００１２】
　（１）請求項１記載の本発明では、舗装道路に沿って敷設して、地中に埋設された排水
路に雨水等を導く導水ブロックであって、同導水ブロックは、一方向に伸延させて細長状
に形成したブロック本体に、舗装道路上の雨水等を排水路に導く縦導水孔部と、舗装道路
中に浸透した雨水等を排水路に導く横導水孔部とを設けている。
【００１３】
　このようにして、導水ブロックを舗装道路に沿って敷設することにより、同導水ブロッ
クを通して地中に埋設された側溝等の排水路に雨水等を導くことができる。
【００１４】
　この際、舗装道路上の雨水等は、ブロック本体に設けた縦導水孔部を通して排水路に導
くことができると共に、舗装道路中に浸透した雨水等は、ブロック本体に設けた横導水孔
部を通して排水路に導くことができる。
【００１５】
　しかも、ブロック本体は、一方向に伸延させて細長状に形成しているため、舗装道路脇
に敷設することにより道路幅を広幅に確保することができる。
【００１６】
　ここで、導水ブロックは、一般的に、コンクリート製とすることにより、低コストで所
要の強度を確保することができる。さらに強度を高めたい場合には、レジンコンクリート
製や合成樹脂製とすることができる。また、さらに安価にしたい場合には、廃棄プラスチ
ックを再生利用して製造することもできる。
【００１７】
　従って、導水ブロック上を車両が走行した場合にも、従来の金属製のグレーチングのよ
うに異音や騒音を発するという不具合は生じない。
【００１８】
  そして、金属製のグレーチングに比べて、コストを大幅に削減することができる。
【００１９】
  また、導水ブロックのブロック本体は、一方向に伸延させて細長状に形成しているため
、景観を妨げるような不具合を生じことがない。
【００２０】
　（２）請求項２記載の本発明では、縦導水孔部は、ブロック本体に上下方向に貫通させ
て形成して、同ブロック本体の上面に開口する上端開口部と、同ブロック本体の下面に開
口して排水路に連通する下端開口部とを有すると共に、平面視にてブロック本体の伸延方
向に沿った細長状に形成し、横導水孔部は、ブロック本体に細幅方向に伸延させて形成し
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て、上記縦導水孔部に連通する内側端開口と、上記ブロック本体の側面に開口する外側端
開口部とを有すると共に、側面視にてブロック本体の伸延方向に沿った細長状に形成して
いる。
【００２１】
　このようにして、縦導水孔部が有する上・下端開口部の開口面積と、横導水孔部が有す
る内・外側端開口部の開口面積とを確保して、両縦・横導水孔部の導水機能を良好に保持
させると共に、導水ブロック自体も、同導水ブロック上を車両等が走行等した場合に、そ
の荷重に耐え得るだけの強度を確保して、導水機能を良好に保持させることができる。
【００２２】
　（３）請求項３記載の本発明では、ブロック本体の上面部には蓄光体を配設している。
【００２３】
　このようにして、例えば、蓄光体を舗装道路の伸延方向に断続的に配置することができ
て、導水ブロックを舗装道路脇に敷設した場合には、夜間には発光する蓄光体により、波
線様の発光線を現出して、道案内機能による交通安全性と景観の向上とを図ることができ
る。
【００２４】
　この際、蓄光体は、昼間蓄光して夜間発光するものであるため、発光ダイオード等が必
要とする電源を必要とせず、メンテナンスが不要である上に、導水ブロックの敷設作業に
何ら支障とならない。
【００２５】
　（４）請求項４記載の本発明では、蓄光体は、ブロック本体を固定する固定具に一体的
に設けている。
【００２６】
　このようにして、例えば、排水路の一部にブロック本体を固定具を介して固定すること
により、同固定具に一体的に設けた蓄光体を配設することができて、同蓄光体の配設作業
能率を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下に、本発明の実施の形態を、図面を参照しながら説明する。
【００２８】
  ［第１実施形態］
　まず、図１は、本発明に係る第１実施形態としての導水ブロックＡを敷設した状態の断
面説明図、図２は、同導水ブロックＡの平面図、図３は、図２のＹ方向の側面図、図４は
、図２のＸ方向の側面図、図５は、図３のＺ方向の底面の一部拡大図、図６は、図２のＹ
方向で切断した端面図、及び、図７は、図２のＸ方向で切断した一部拡大断面図である。
【００２９】
　図１において、１は舗装道路であり、同舗装道路１は、通水アスファルト等により表層
部を形成する透水性層部２と、不通水アスファルト等により下地層部を形成する不透水性
層部３とを具備している。
【００３０】
　４は、上記舗装道路１の下方に埋設状態に敷設した排水路としての側溝ブロックであり
、同側溝ブロック４の上端開口部を蓋体５により閉蓋して、側溝６を形成している。７は
、蓋体５に上下貫通状態に形成した連通孔であり、同連通孔７の上端開口部８は、本発明
に係る導水ブロックＡと連通する一方、同連通孔７の下端開口部９は、側溝ブロック４と
連通するようにしている。１０は縁石である。
【００３１】
　本発明に係る導水ブロックＡは、図１に示すように、舗装道路１に沿って敷設して、同
舗装道路１の下方に埋設された側溝６に雨水等Ｗを導くようにしている。
【００３２】
　そして、かかる導水ブロックＡは、図１～図７に示すように、ブロック本体１１に縦導
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水孔部１２と横導水孔部１３とを形成している。
【００３３】
　ブロック本体１１は、図２～図７に示すように、Ｘ方向に伸延する長手状で可及的に細
幅に形成している。例えば、Ｘ方向の長手幅を１０００mmとし、Ｙ方向の細幅を１５０mm
とし、Ｚ方向の高さを５０mm～８５mmに形成することができる。
【００３４】
　この際、ブロック本体１１は、コンクリート製、レジンコンクリート製、合成樹脂製、
又は、廃棄プラスチック製等とすることができる。例えば、低コストで所要の強度を確保
する場合にはコンクリート製、さらに強度を高めたい場合には、レジンコンクリート製や
合成樹脂製、また、さらに安価にしたい場合には、廃棄プラスチックを再生利用して製造
することができる。
【００３５】
　縦導水孔部１２は、ブロック本体１１の長手方向に一定の間隔を開けて複数（本実施形
態では３個）設けており、ブロック本体１１を上下方向に貫通させて、同ブロック本体１
１の上面に開口する上端開口部１４と、同ブロック本体１１の下面に下端開口部１５とを
形成している。
【００３６】
　そして、上端開口部１４は、例えば、Ｘ方向の長手幅を１０５mmとし、Ｙ方向の細幅を
１５mmとする一方、下端開口部１５は、例えば、Ｘ方向の長手幅を１１５mmとし、Ｙ方向
の細幅を３５mmとして、上・下端開口部１４，１５を、ブロック本体１１の伸延方向（Ｘ
方向）に伸延する細長形状に形成している。
【００３７】
　また、横導水孔部１３は、ブロック本体１１の長手方向に一定の間隔を開けて複数（本
実施形態では３個）設けて、縦導水孔部１２とＹ方向に符合させており、同縦導水孔部１
２の下部に連通する内側端開口部１６を形成すると共に、上記ブロック本体１１の側面１
９の下部に開口する外側端開口部１７を形成している。
【００３８】
　そして、内側端開口部１６は、例えば、Ｘ方向の長手幅を１０５mmとし、Ｚ方向の細幅
を１５mmとする一方、外側端開口部１７は、例えば、Ｘ方向の長手幅を１１５mmとし、Ｚ
方向の細幅を２０mmとして、内・外側端開口部１６，１７を、ブロック本体１１の伸延方
向（Ｘ方向）に伸延する細長形状に形成している。また、本実施の形態では、横導水孔部
１３は、下方も全面開口させて、下方開口部１８を形成している。
【００３９】
　ブロック本体１１の上部には、図２～図４に示すように、溝部２０を形成しており、同
溝部２０は、縦導水孔部１２の上端開口部１４と略同一細幅で、各縦導水孔部１２の上端
開口部１４の上をブロック本体１１の左右幅中央部にて、前端から後端までＸ方向に伸延
させて形成している。
【００４０】
　従って、本実施の形態では、各縦導水孔部１２の上端開口部１４は、溝部２０の底部に
開口位置して、各縦導水孔部１２と溝部２０とが上下方向に連通するようにしている。な
お、縦導水孔部１２の上端開口部１４は、ブロック本体１１の上面に開口位置して、各縦
導水孔部１２と溝部２０とが前後方向に連通しているということもできる。
【００４１】
　そして、溝部２０の前端部及び／又は後端部、本実施の形態では前端部と後端部の両方
にそれぞれ蓄光体２１を嵌入させて配置している。
【００４２】
　すなわち、蓄光体２１は、溝部２０に嵌入可能な細幅棒状に形成して、同溝部２０に嵌
入させて配置した蓄光体２１の上面が、溝部２０の上面開口部から露出するようにして、
夜間ないしは暗い日には、同蓄光体２１が発光して、波線様の発光線が現出されるように
している。なお、蓄光体２１の配設位置は、道案内機能による交通安全性と景観とを損な
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わなければ、本実施の形態に限らず、溝部２０内の任意の位置に配設することも、また、
ブロック本体１１の上面部で、発光が視認できる任意の位置に配設することもできる。
【００４３】
　また、ブロック本体１１の下面部には、前後左右四箇所に固定用ピン孔（図示せず）を
形成する一方、蓋体５の上面部に上記固定用ピン孔と符合する固定用ピン孔（図示せず）
を形成して、上下方向に符合する固定用ピン孔中に、上下方向に伸延する固定ピン（図示
せず）を介在させて導水ブロックＡを蓋体５に固定することにより、舗装道路１の脇に敷
設することができるようにしている。
【００４４】
　本発明に係る導水ブロックＡは上記のように構成しているものであり、かかる導水ブロ
ックＡを舗装道路１の脇に敷設する際には、図１に示すように、上記舗装道路１の透水性
層部２の上面と、溝部２０の上面開口部とを略面一状態となすと共に、上記透水性層部２
の端面と、横導水孔部１３の外側端開口部１７とを面接させた状態となす。
【００４５】
　このようにして、舗装道路１の透水性層部２の上面を流動する雨水等Ｗは、溝部２０の
上面開口部→縦導水孔部１２の上端開口部１４→縦導水孔部１２の下端開口部１５→蓋体
５の連通孔７→側溝ブロック４内に導入される。
【００４６】
　そして、舗装道路１の透水性層部２内に浸透した雨水等Ｗは、横導水孔部１３の外側端
開口部１７→横導水孔部１３の内側端開口部１８→縦導水孔部１２の下端開口部１５→蓋
体５の連通孔７→側溝ブロック４内に導入される。
【００４７】
　この際、縦導水孔部１２は、平面視にてブロック本体１１のＸ方向に細長形状に形成す
ると共に、横導水孔部１３は、側面視にてブロック本体１１のＸ方向に細長形状に形成し
て、縦導水孔部１２が有する上・下端開口部１４,１５の開口面積と、横導水孔部１３が
有する内・外側端開口部１８,１７の開口面積とを確保して、両縦・横導水孔部１２,１３
の導水機能を良好に保持させると共に、導水ブロックＡ自体も、同導水ブロックＡ上を車
両等が走行等した場合に、その荷重に耐え得るだけの強度を確保して、導水機能を良好に
保持させることができる。
【００４８】
　また、導水ブロックＡを舗装道路１の脇に敷設した場合には、蓄光体を舗装道路１の伸
延方向に断続的に配置することができて、夜間には発光する蓄光体２１により、波線様の
発光線を現出して、道案内機能による交通安全性と景観の向上とを図ることができる。
【００４９】
　この際、蓄光体２１は、昼間蓄光して夜間発光するものであるため、発光ダイオード等
が必要とする電源を必要とせず、メンテナンスが不要である上に、導水ブロックＡの敷設
作業に何ら支障とならない。
【００５０】
　［第２実施形態］
　図８は、本発明に係る第２実施形態としての導水ブロックＡを敷設した状態の断面説明
図、図９は、同導水ブロックＡの斜視図、図１０は、同導水ブロックＡの平面図、図１１
は、同導水ブロックＡの底面図、図１２は、同導水ブロックＡの左側面図、図１３は、同
導水ブロックＡの右側面図、図１４は、同導水ブロックＡの前端面図、図１５は、図１０
のI-I線断面図、図１６は、図１０のII-II線断面図、図１７は、図１０のIII-III線断面
図である。
【００５１】
　第２実施形態としての導水ブロックＡは、前記した第１実施形態としての導水ブロック
Ａと基本的構造を同じくしているが、固定具としての固定ボルトＢを挿通するためのボル
ト挿通孔２２を形成して、同ボルト挿通孔２２中に蓄光体２１を嵌合状態に配設すること
ができるように構成している点で異なる。
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【００５２】
　すなわち、ブロック本体１１の左側前・後部に、それぞれブロック本体１１を上下方向
に貫通するボルト挿通孔２２を形成しており、同ボルト挿通孔２２と上下方向に符合する
蓋体５の部分に雌ネジ部２３を設けて、ブロック本体１１の上方から各ボルト挿通孔２２
に固定ボルトＢを挿通して、同固定ボルトＢの雄ネジ部２４を雌ネジ部２３に螺着して、
蓋体５に導水ブロックＡを固定することができるようにしている。
【００５３】
　そして、ボルト挿通孔２２の上半部は、固定ボルトＢの頭部２５の径よりもやや大径の
円柱状に形成すると共に、同ボルト挿通孔２２の下半部は、固定ボルトＢの雄ネジ部２４
より大径でかつボルト挿通孔２２の上半部よりも段付き小径の円柱状に形成して、上半部
の底部に固定ボルトＢの頭部２５が係止されるようにしている。
【００５４】
　しかも、ボルト挿通孔２２の上半部には、螺着した固定ボルトＢの頭部２５の上方に蓄
光体収容空間Ｓが形成されるようにして、同蓄光体収容空間Ｓ内に円盤状に形成した蓄光
体２１を嵌合状態に収容して配設することができるようにしている。この際、蓄光体２１
の上面は、ブロック本体１１の左側上面と略面一となるようにして、同蓄光体２１の上面
にて受光すると共に、同上面から発光するようにしている。
【００５５】
　このようにして、蓄光体２１をボルト挿通孔２２の化粧カバーとしても機能させること
ができる。なお、必要に応じて第１実施形態の蓄光体２１を溝部２０に増設することもで
きる。
【００５６】
　また、横導水孔部１３は、図１７に示すように、ブロック本体１１の伸延方向に沿った
細長状に形成すると共に、上面部をアーチ状の湾曲面に形成して、ブロック本体１１に上
方から作用する圧縮力に対して応力集中を回避すると共に、有効に機能して強度を確保す
ることができるようにしている。縁石１０側であるブロック本体１１の右側半部、すなわ
ち、溝部２０よりも右側のブロック本体１１の上面は、溝部２０側よりも右側縁部を高く
形成した傾斜面１１ａとなして、雨水等が縁石１０から傾斜面１１ａを伝って溝部２０に
集水され易いようにしている。
【００５７】
　図１８は、変容例としての固定ボルトＢの使用状態断面説明図、図１９（ａ）は、同固
定ボルトＢの平面図、図１９（ｂ）は、同固定ボルトＢの側面図、図１９（ｃ）は、同固
定ボルトＢの断面側面図である。
【００５８】
　かかる固定ボルトＢには、蓄光体２１を一体的に設けており、固定ボルトＢは、雄ネジ
部２４の上部に有底円筒状の蓄光体収容ケース２６を設けて、同蓄光体収容ケース２６内
に蓄光体２１を収容している。蓄光体収容ケース２６は、筒状の周壁部２６ａと、略円板
状の底部２６ｂとから形成して、同底部２６ｂの中央部に形成した貫通孔２６ｃ中に雄ネ
ジ部２４の上部を貫通させると共に溶着して、同雄ネジ部２４の上端面２４ａと周壁部２
６ａの上端面とを面一状態となしている。雄ネジ部２４の上端面２４ａには工具係合用凹
部２７を形成して、同工具係合用凹部２７に工具を係合させて、雄ネジ部２４を回転させ
て雌ネジ部２３に螺着することができるようにしている。蓄光体２１の上面と周壁部２６
ａの上端面は略面一に形成すると共に、図１８に示すように、使用状態にてブロック本体
１１の左側上面と略面一となるようにしている。
【００５９】
　このようにして、蓋体５にブロック本体１１を固定ボルトＢを介して固定することによ
り、同固定ボルトＢに一体的に設けた蓄光体２１をブロック本体１１に配設することがで
きて、同蓄光体２１の配設作業能率を向上させることができる。
【００６０】
　なお、蓄光体収容ケース２６内に蓄光体２１を収容する際には、基板（図示せず）上に
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蓄光体収容ケース２６を上下転倒状態に載置し、同蓄光体収容ケース２６の底部２６ｂに
形成した蓄光体充填孔（図示せず）から液状の蓄光体を充填して固化させることにより、
蓄光体収容ケース２６内に蓄光体２１を収容状態にて一体的に形成することができる。
【００６１】
　また、従来、例えば、特開２００２－９８１２６に、蓄光面を具備する栓体を嵌着する
ナットが開示されているが、蓄光体２１を一体的に設けた固定ボルトＢは開発されていな
い。従って、本実施形態に係る導水ブロックＡの固定に限らず、固定を要する他の部材に
も適宜使用することにより、蓄光体２１の機能を有効利用することができる。特に、夜間
は暗がりとなる個所に使用することにより、蓄光体２１の発光機能を有効利用することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明に係る導水ブロックを敷設した状態の断面説明図。
【図２】同導水ブロックＡの平面図。
【図３】図２のＹ方向の側面図。
【図４】図２のＸ方向の側面図。
【図５】図３のＺ方向の底面の一部拡大図。
【図６】図２のＹ方向で切断した端面図。
【図７】図２のＸ方向で切断した一部拡大断面図
【図８】本発明に係る第２実施形態としての導水ブロックを敷設した状態の断面説明図。
【図９】同導水ブロックＡの斜視図。
【図１０】同導水ブロックＡの平面図。
【図１１】同導水ブロックＡの底面図。
【図１２】同導水ブロックＡの左側面図。
【図１３】同導水ブロックＡの右側面図。
【図１４】同導水ブロックＡの前端面図。
【図１５】図１０のI-I線断面図。
【図１６】図１０のII-II線断面図。
【図１７】図１０のIII-III線断。
【図１８】変容例としての固定ボルトの使用状態断面説明図。
【図１９】（ａ）は、同固定ボルトＢの平面図、（ｂ）は、同固定ボルトＢの側面図、（
ｃ）は、同固定ボルトＢの断面側面図。
【符号の説明】
【００６３】
　Ａ　導水ブロック
　Ｗ　雨水等
　１　舗装道路
　２　透水性層部
　３　不透水性層部
　４　側溝ブロック
　５　蓋体
　６　側溝
　１２　縦導水孔部
　１３　横導水孔部
　２１　蓄光体
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